
社 会 の 動 き

新制高等学校発足
パレステナ戦争開始(～49 1.8)

教育委員会法公布 (||.1愛知県教育委

員会発足)
8月 朝 鮮の南北分裂
12月 東 条英機 らA級 戦犯 7名 に絞首刑執行

・…………………Ⅲ同 崎 ・…………………・

6月  同 崎市繊維試験場開設
7月 市 立同時病院を設置
8月 第 1回観光夏祭 り開催
12月 葵 中学校完エ

i… … … ア学 校 の 沿 革 …… …

8。28 資金調達のため酒井 しのしヽミー座を招 当 時 の 職 員 一
き浸別会を開催

9.18 男 川小校舎を中学校専用校舎 として

決定。本 国より授業開始 学 校 誕 生 の こ ろ
9.27 愛 知第二師範学校教育実習協力校に

指定され、教生指導実施          市 内中学校 5校 のうち、他校は着々と工事が進められているのに、本校は最

中
拿

n最

哲需夏森品き終吾笑基
位   後 になって強 地が決まらない。学区はもとが馴 ・美合の二か村で、中に大

総合優勝                平 川を挟んでいるので、川の南だ北だと何度会合を開いても意見が対立 した。

性 3畳

暴奏子獲議
優勝     ぁ げくの果てには大平川の上に建てるより仕方がないというような笑い話まで

12.12 軟 式庭球男子 2位             出 る始末であった。|liど: 享農謹髪盆た宅tYあ畢蜃開催       難航の末、
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中
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 川 例 は であったといわれ、丸い小石がざくざくと出た。在 で、金網の飾を

つ くり、建築用コンクリー トに使 う砂利をしS、るいわけた。建築費を助けようと

全校生徒が一生懸命に仕事をした。ところが、ひどいでこぼこの運動場で、い

くら石を拾ってもきりがないので、上をかぶせることにした。夏休みになると、

全校こでって草刈りをして、丸山の種畜場へもっていき、そのかわりに種畜場

の トラックで山のさば上を運んでもらった。時には生徒たちがバケツやvS、ろし

きで運んだりした。毎年秋の運動会前には、この上を運▼Sミことが年中行事のよ

うになっていた。

ろは、勉強時間を学校建設の手伝いにvミ、り向ける
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このように学校誕生の こ

日々が続いた。 |
|

(「岡崎の教育 ・この三十年」より)

同  (石 川民子氏より)

学3年 十組 学 級 写 真 (石川民子氏より)
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社 会 の 動 き

4月 北 大西洋条約機構の発足
5月 国 立学校設置法公布、新制国立大学の

開校
7月 下 山、三に、松)の 怪事件が相次 く
9月  ド イツの東西分裂
0月 中 華人民共和国の成立

月 湯 川秀樹にノーベル物理学賞が決定

………… …  同  崎     … ………

5月 愛 知学芸大学設置
*後 に、愛知教育大学となり、45年4

月に刈合市に移車云

戦災復興モテル都市に指定
竜海中学校完工

甲山中学校完工

市立同崎病院若宮町に移転

月

月

月

月
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学 校 の 沿 車

愛知第二師範学校、教生指導行 う

(3週 間)

軟式庭球 3仕

(平岩武― ・佐々木良―)
甲山中の災害援助の感謝状 を市長よ
り受ける

整地起工式

市制記念水泳大会 1位 (男女)
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22 校 舎建設起工式挙行
3 修 学旅行 2泊 3日 (関西方面)
1 校 舎建設用砂利採取を本 日中、全校

生徒で行 う
2.20 男 川婦人同盟より跳箱 2台寄増
3.18 善 行賞 (鈴木熙男)
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(渡辺恵美子氏より)



担    社 会 の 動 き

6月  マ ッカーサー、共産党幹部の追放を指

朝鮮戦争勃発

警察予備隊令公布
閣議、レッ ドパージの方針を決定

文部省、祝 日に日の九 ・君が代をすす
める通達
天野文部省、 「修身科」復活の必要を

表明

旧軍人初の追放解除
12月 厚 生省、夜間高校生に給食実施を決定
1月 日 教組、「教え子を戦場に送るな」運動

を決定

・…………………・同 時 ・…………………・

5月 南 中学校党工

7月 美 川中学校完エ

10月 国 勢調査実施

(面積50 84km2、人口96′030人)
第 5回 国民体育大会のバレーボール会

場

学 校 の 沿 革

7.  4

全校前芝海岸で臨海学習
男川青年連盟会員による玄関前の整
地作業奉仕

新校舎清掃作業中、火薬の爆発で生

徒 4名 と森島教官負傷
竣工式挙行 (開校時の校舎は碧海郡

桝塚航空隊兵舎を移転改築 したもの)
工費 :12′348′000円

校舎竣工祝賀祭挙行
|・ 2年 臨海学習 (東幡豆)
実験青年学級の指定を受け、第 1回

講座を開講
修学旅行 (2泊 3日 )
電話開通
16ミリ映写機購入する
ピアノ開鍵式

(学区並びに日清紡寄贈)

校歌を初めて技露

視聴覚教育研究発表会を開催

8月

9月

1 0月
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(「竣工記念誌」より)

水泳練習のひととき

木の香 も懐 か しい新校舎

第 4回卒業生  柴 田 録 治

わたしどもが中学校に入学 した当初は、校舎がな く美合小に宿借

りしたり、その後男川小のお世話になるといった落ち着きのない状

態でした。そうこうする内に、現位置に校舎が建築されることにな

り、勉強の時間を建築の手伝いに振 り向ける日々が続きました。建

築材の運搬、とりわけ大平川の河原から石をころがし運んだことや、

釘不足から焼け釘を伸ばしたこと、うっかり材木に打ち込み、ノヨ

ギリの目を欠いて、大騒動 したことなど懐かしい思い出です。こう

して母校建設への1昔しみなき努力をしながら、新校舎を利用する機

会な く卒業 して行った先輩達にはすまないという感謝の気持ちとと

もに、木の香かかる新 しき学び舎に夢多き日々を運よく過ごすこと

のできた喜びはまた格別です。

当時はなお戦後の混乱が続いた時代で、制服はおろか衣服もまと

もなものはありませんでした。通学姿は、半ズボンに、げたとかで

うりばき、カバンがわりに軍隊の雑のうとか,S、ろしきを用い、昼食

時には、ぞろでろ家まで食べに帰っていました。

(「20周年記念誌Jよ り抜枠)



当 時 の 思 い 出

2代校長 柄 崎 謙 ―

特挙 したいのは学区内の皆様から寄せられた学校に対するご信頼 と積極的な

ご協力であって、これは同崎市内あちこちにも見られないほどで、当時の美談

でさえありました。美川中学校に転任のとき 「なんにも心配せんでよい。学区

のみなさんはとてもよい。前校長さんがなにもかもちゃんとやって残 してある。

学校のことは浅井さんや、石井さんにまかせておけばよい。」と教育長さんから

言われ、私は安心 して着任 しました。

学区のみなさんから路上で、バスの中で、会合で、色々お話を聞きました。

他とちがっていたのは、なげや りの批判のための批判ではなく、いつも建設的

で協力的であったことでした。 PTAの 会合ではいつもなごやかでした。とき

には勝手な私共のお願いも、時間がかかったのは、その提案をどのように100%

以上に実現するかということの話 し合いでした。

(「20周年記念誌」より抜粋)

英

語
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業

第 2代  柄 崎 謙 ― 校 長

(町雪示口26 10 5 セヽ日召本回29 3 31)

社 会 の 動 き

4月  マ ッカーサー解任
7月 文 部省、「学習指導要領一般編 (試案)」

を改訂
9月 サ ンフランシスコ議和条約、日米安全

保障条約調印
|1月 公 職追放解除法公布

・…・・…………・・・同 崎 ・…………………・

4月 第 1国市民大学講座開議
消防署完エ

5月 岡 崎保健所が現在地に新庁舎完エ
7月 菅 生禁、ホコ船 「天王丸」転覆
12月 名 鉄市内線が福岡町まで延長

戦災復果五カ年計画完了

学 校 の 沿 革

5.16 初 めての東京方面への修学旅行
7.22 校 舎竣工 1周年記念祝賀会開催
7.30 1・ 2年 臨海学習 (東幡豆)
7.31 3年 臨海学習 (新須磨)
8.22 西 三女子選抜ソフ トボール大会優勝
9.18 職 業科研究会を開催
12.H 数 学科研究会を開催
12.16 防 火貯水池工事開始
|.28 西 三剣道大会優勝
2.10 同 時市内 1周駅伝競走優勝

4 Hク ラ ブ の 回 顧

(head・hand・ heart・health)

昭和26年9月 18日に 4Hク ラブ発足。生徒は30～40人はいつもいた。当時、

職業科 (農業科)の 中に選択として農業 ・工業 ・家庭科があつた。西尾の斉藤

農園で桜の木を 1本20円で買って、体育館や玄関周 りに植えた。

市の農務課のア ドバイスで、勤労学習 ・奉仕活動 ・助け合い学習の目的でつ

くった。父が病気で稲刈 りができない家にオー ト三輪にみんなで乗って行って

刈ったり、脱穀機を積んで行って脱穀 したことが当時大きく新聞に載ったこと

もあった。

大平川の堤防の下の畑でスイカを作った。そこで天幕を張り盗 まれないよう

に番をした。また、大根を農場で作って、タクアン漬けの桶を八百屋でもらっ

てきてタクアン漬けを売ったこともあった。白菜や葉ポタンも売った。大豆を

運動場の隅に作 り、豆腐の加工をしたり、シイタケの原木を山に切 りに行きシ

イタケ菌を打ち、加良須神社の前の林に並べてシイタケを出したり、温室でメ

ロン作 りやハウスでの トマ ト作 りも行った。種畜場からトラックで堆肥を三輪

に大量に積んで運んできた。さつまいも ・ばれいしょを作 り、主としてレーヨ

ンでよく売れたので、販売実習も兼ねて売った。落花生 も作って ドラム缶の中

でグルグル回して焼いて,三 角の紙袋を作ってその中に入れ、10円で売った覚

えがある。

(4Hク ラブ担当 山 本 栄 氏談)

4Hク ラブの活動


